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様式第１号（第５条関係） 

会議概要 

会 議 の 名 称  第６回久喜市食育推進会議 

開 催 年 月 日  平成２８年１０月１７日（月） 

開始・終了時刻  午後１時１５分から午後２時５５分 

開 催 場 所 久喜市役所 ４階 第５・６会議室 

議 長 氏 名 野原 宏 

出 席 委 員 氏 名 

新井和江、鈴木敬一、野田恵子、濵田亜砂子、平塚修子、山田實、 

染谷和美、折原憲司、岡田竜一、上岡斉、根本昌子、塚越敏夫、 

杉田孝行、齋藤勝義、島野弘子、羽柴直子、宮内智、野原宏 

欠 席 委 員 氏 名 髙木学、高瀬由美 

説 明 者 の 職 氏 名  真坂健康医療課長 

事務局職員職氏名  
立川健康増進部長、小林健康増進部副部長、真坂健康医療課長、  

小沢課長補佐兼係長、小澤担当主査、齋藤栄養士 

会 議 次 第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 題 

（１）計画の体系（案）について・・・資料１ 

（２）健康増進・食育推進計画（案）について・・・資料２ 

（３）計画の評価と推進について 

４ その他 

５ 閉 会 

配 布 資 料 

・第６回久喜市食育推進会議次第 

・資料１ 計画の体系（案） 

・資料２ 健康増進・食育推進計画（案）（第４章から第６章） 

会議の公開又は非公開 公開 

傍 聴 人 数 １人 



2 

 

様式第２号（第５条関係） 

審議会等会議録 

発 言 者 会議のてん末・概要 

司会(真坂課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野原会長 

 

司会(真坂課長) 

 

 

 

 

 

１ 開会 

皆様、こんにちは。 

本日は大変お忙しいところ、お集まりいただきましてありがとうございま

す。定刻となりましたので、ただ今より、久喜市食育推進会議を始めたいと存

じます。 

はじめに、市では審議会等を開催した場合には、久喜市審議会等の会議の公

開に関する条例により、会議録を作成し公表することになっております。 

公表するにあたり、本日、出席された委員の皆様には、会議録の内容をご確

認いただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、お手元の次第に基づきまして、進めさせていただきますが、ここ

で、配布資料の確認をさせていただきたいと存じます。 

 

まず、事前に配布させていただきました資料は、３点の資料でございます。 

・第６回久喜市食育推進会議 次第 

・資料１ 計画の体系（案） 

・資料２ 健康増進・食育推進計画（案）第４章から第６章 

 

以上が、事前通知により配布させていただきました資料でございます。 

 お手元に、ございますでしょうか。 

 次に、本日の会議の終了予定時刻ですが、本日は内容が多くなっていますの

で、終了予定を３時１５分頃とさせていただきたいと考えております。ご協力

をお願いいたします 

それでは、次第の２ あいさつでございます。本会議、会長であります、野

原会長よりご挨拶をいただきたいと存じます。野原会長よろしくお願いいたし

ます。 

 

 『野原会長あいさつ』 

  

 ありがとうございました。 

なお、本日は、２人の委員が都合により欠席されております。 

・髙木 学  委員 

・高瀬 由美 委員 

 出席者は１８名であり、定足数に達しておりますことを報告させていただき

ます。 
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議長(野原会長) 

 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

それでは、次第の３ 議題に入らせていただきます。 

議事の進行につきましては、久喜市食育推進会議条例第７条第１項の規定に

よりまして、推進会議の会長が議長となることになっておりますので、野原会

長に議長をお願いし、議事を進めていただきたいと存じます。 

 野原会長、よろしくお願いいたします。 

 

それでは、暫くの間、議長を務めさせていただきます。円滑に議事が進行い

たしますよう、皆様方の特段のご協力をお願いいたします。 

議題の（１）計画の体系について、事務局から説明をお願いします。 

 

それでは、資料１、施策の体系（案）について、説明させていただきます事

務局の真坂でございます。大変恐縮ですが、着座にて失礼いたします。お手元

にＡ３サイズの資料１をご用意いただけましたでしょうか。まず初めに、資料

の追加修正をお願いいたします。一番右側、一番下の「●ボランティアの育成」

の下に「●活動の場の提供」を加えていただきたいと思います。どうぞ、よろ

しくお願いいたします。 

まずは、一番左側の基本理念（案）について、説明いたします。 

前回会議にて、食育推進会議並びに健康づくり推進会議で意見の多かったも

のを選択し、「笑顔あふれる元気なまち久喜市～広げよう 健康づくりと食育

の実践の環～」を案としております。言葉や漢字の使い方など、直した方が良

いと思われる部分やこのまま生かしたほうが良い部分など、ご意見をいただき

たいと思います。 

なお、１０月１１日に開催されました健康づくり推進会議におきましても、

同じ資料に基づきご意見をいただきましたので、報告をさせていただきます。 

１つの意見として、実践の環の「わ」の漢字は、意味が少し難しいので、「～

の実践」で終わりにしてもよいのでは、という意見がございました。 

これに対し、「一次計画で使った輪というのは、みんなで取り組むというイ

メージがあるので、ぜひ残した方がいい」という意見があり、また、「健康づ

くりと食育の実践の環」については、「の」と「の」が続いて使われているの

で、考えた方がよいのでは、という意見などが出されました。 

 両会議の意見を踏まえ、次回の会議で最終案を提案したいと思いますので、

まずは、基本理念（案）について、ご意見をお願いいたします。基本理念案に

ついての説明は以上でございます。 

 

皆さんが意見を出しやすいように私がまず口火をつけさせてもらいますと、

個人的には、副題というのは最初につけた位置の方が分かりやすいのではない

かと思います。皆さんのご意見でよいと思いますが。基本理念の案についてご

意見のある方は遠慮なくおっしゃってください。 
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宮内副会長 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

羽柴委員 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「の」が続くことについて、私も気になりました。最初の「の」、実践の前

の「の」をとって「食育実践の環」でもよいのではないでしょうか。その方が

すっきりした感じがします。 

また、「環」はいろいろな意見が出ていますが、私もこの字は気になります。

この「環」は、普段日常の中で使わない字だし、この「環」の字はちょっと違

和感があります。「広げよう」という意味ではあった方がよいという意見もあ

ったようなので、必要に思いますが。 

 

この「環」は、輪の形をしたもの、周囲を取り巻く、ぐるりと回るなどの意

味もあると思います。 

 

「『健康づくり』と『食育』の実践」で実践は、健康づくりと食育にかかる

のではないですか。 

「健康づくり」と「食育実践」では実践が食育にしかかからないのでは。 

 

そうですね。言葉の使い方は、２つの会議の意見をもとに、事務局に最終案

を考えてもらいましょう。他に意見がありますか。 

すぐに出ないようでしたら、あとでも構いませんので、事務局、次の基本方

針の説明をお願いします。 

 

次に、基本方針について説明いたします。 

４つの基本方針については、前回の会議ですでに示させていただきました

が、今回は、基本方針の内容を加えております。 

なお、基本方針４でございますが、「健康づくりや食育をすすめるための」

のように、健康づくりと食育という言葉が並列で使われることが多々ありま

す。順番は統一されるべきとの健康づくり推進会議からのご意見を踏まえ、健

康増進法が平成１５年に施行、食育基本法が平成１７年に施行ということを根

拠に、健康づくりと食育が並列する場合には、その順で統一するということで

ご理解いただきたいと思います。 

なお、健康づくり推進会議での基本方針に対する意見として、健康づくり推

進会議では、漢字表記に対する確認がございました。 

まず、一人ひとりという表記について、久喜市総合振興計画の表現と統一し、

漢字の一人の後ろに、ひらがなの「ひとり」で統一いたします。現在は、逆に

なっておりますので修正させていただきます。 

また、取り組みという表記について、「り」と「み」の送り仮名がつく場合

と、基本方針１の下から２行目にあります「り」と「み」がない場合があり、

使い分けの統一が必要でないかとご意見をいただいております。 
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議長(野原会長) 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉の使い方については、まだ精査できていないところもあり、他の部分に

つきましても十分チェックをし、修正させていただきたいと思います。 

次に、基本方針１の下から４行目に健康診査等とありますが、『等には、何

が含まれますか』とのご質問がありました。健康診査には、健康度を確認する

ものとして、乳幼児健康診査、特定健康診査などがあり、その他、検査の検（き

へん）の字を使うがん検診などが等に含まれると補足説明をさせていただきま

した。 

基本方針について、説明は以上でございます。 

 

 

この件につきましてご意見ございますか。 

基本方針 3は「実践につながる」という言葉が最初にくるのですか。 

 

今は「実践につながる」が先に来た表現になっております。 

 

他にありますか。 

 

なければ、先に進みます。事務局説明をお願いします。 

 

続きまして、資料１の右側半分にございます、取り組みの方向、分野別の取

り組み、主な施策の項目の体系についてでございます。 

先程説明しました基本理念と基本方針が共通であったのに対し、ここは、食

育推進計画と健康増進計画のそれぞれの特色が表現される部分でございます。 

上段にあります「生活習慣病の発症予防と重症化予防」、及び「分野別の健

康づくりの推進」の２つが主に健康増進計画部分、中段の「心や体を育む食育」

が食育推進計画部分、下段が両計画に共通の環境整備の部分という構成になっ

ております。なお、歯・口腔の健康及び栄養・食生活については、両計画の共

通項目ということで両方にかかっております。 

ここでの健康づくり推進会議でのご質問は、がん、心疾患などの項目が、最

初に並べられた理由について尋ねられ、食育推進計画の部分で、基本方針１健

康寿命の延伸に遠い内容も含まれているように感じるなどのご意見をいただ

きました。 

また、COPD、CKDなどの横文字は、出来る限り日本語表記で、歯・口腔の健

康の主な施策の項目である８０２０などについても、欄外に説明文を加えると

よいなどのご意見をいただきました。 

その時の事務局の説明でございますが、がんなどの早期発見の取り組みを一

番最初にした理由は、２つありまして、１つは健康増進部分と食育推進部分の

重なる部分を中央に持っていったため、そして、2つ目は、がんに罹る人が国
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議長(野原会長) 

 

 

 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

塚越委員 

 

 

 

民の２人に１人であり、重要な取り組みとなっていることを理由に、現在はこ

のような順番にしたことを説明させていただきました。 

また、特に食育については、健康寿命を延伸する食育の項目と他の項目は視

点が違うのでくくり方を変更する必要があるかもしれないと考えております。

食育推進会議の皆さんからも率直なご意見をいただきたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

それから、ここで、健康づくり推進会議から出されたご質問・ご意見として、

今回の第２次計画策定の根幹にある、２つの計画を１つとして策定することに

ついて、また、関係部局を越えた取り組みがどのようになっているか、現計画

では、各課の真剣な取り組みが見えてこないなどの総論的な質問、ご意見が出

されました。ここで、立川健康増進部長より、第２次計画の策定にあたっては、

現計画の５年間の総括・評価を行い、今後の見通しを立て、第１次計画を見直

していくものであり、なおかつ、現行の健康増進計画と食育推進計画を統合し、

１つにするという考えで策定するという説明をさせていただきました。また、

中央保健センター所長を始め、主な担当課の課長に対し、本審議会への参加を

求めていく旨の説明をさせていただきました。 

これらの総論的なご意見は、最後にまた伺いたいと思いますので、今は報告

のみとさせていただきます。（１）施策の体系案について説明は以上でござい

ます。 

 

体系図も一つ一つ見ると、大きな括りと小さい括り、具体的な項目であるも

の、抽象的なものが混在しているので、その変がちょっと気になりますが、最

終的に分かりやすくできればいいと思います。基本的には、よくできていると

思うのですが。 

「心や体を育む食育」ここのところについて、もう少し説明をお願いします。 

 

現在の案では「心や体を育む食育」ということで、取組みの方向の一つとし

ていますが、健康づくりにもかかる「歯・口腔の健康」と「栄養・食生活」の

部分と、それとはまたちょっと特色が違うかと思うのですが、「食文化の継承」、

「地産地消の推進」、「環境を意識した食の循環」、「若い世代を中心とした食育

の推進」、これらを全て一つにくくって、「心や体を育む食育」としています。

場合によっては少し違う取り組みとして、柱を二つに分ける必要もあるかと思

うところです。 

 

その下にたばこ・アルコールと取組みがありますけれども「成人の喫煙率の

減少」と、煙草のみの取り組みでアルコールについてもあったほうが良いと思

います。 
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事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

鈴木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽柴委員 

 

 

山田委員 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

今いただいたご意見と同じご意見を、健康づくりの委員さんからも、後から

いただいております。一応、一番右側の主な施策の項目は「主な」ということ

で、多くは一つに絞っており、食だけは施策の項目が多かったので、三つ挙げ

ています。「たばこ・アルコール」とありますと、やはりアルコールの方も記

載してあったほうがよいというご指摘はよく理解できますので、検討したいと

思います。 

 

どうですかね。ここのところ。心や身体を育む食育。一番違和感があるのは

健康寿命という所がちょっと違うというか。 

 

「健康寿命の延伸につながる食育」ということで、体系を分けて考えたほうが

よいでしょうか。 

 

体系図のちょうど真ん中のところ、「心や身体を育む食育」というところは、

「健康」と「食育」の両方線が引いてあり、重なるところになっています。 

前々回の健康増進計画と食育推進計の中でもって、やはりここのところが、

点線で枠が囲ってあって、これを食育推進会議の方で力を入れて重点的に検討

しましょうということで決まったと思います。食と健康というのは別々に考え

られないものですから、これはもう良いのではないかと思うのですが。 

健康日本 21を見ると、アルコールとかタバコとか、それから歯についても、

かなり細かく書いてある。必要かなと思うくらい細かく書いてあるのですが、

これはこれでとらわれずに、推進されればよいと思います。あまり細かいので

はやる気がなくなりという感じもします。 

 

健康寿命の延伸につながる食育というのは、もう一つ増やしてもよいのでは

ないでしょうか。 

 

私も、ここでの話し合いの内容やアンケート調査の結果などの項目が入って

いるのはとてもいいと思います。後は、健康寿命の延伸については、食育だけ

ではなく健康づくりの問題でも出てくるので、健康寿命の延伸につながる食育

としてしまうと、ちょっと引っかかる感じもします。健康づくりも食育もどち

らも健康寿命そのものが大きな課題と思うので、そこを食育だけにしてしまっ

ていいのかなという気がします。 

 

そうですね。健康寿命の延伸は、基本方針の 1に大きく入っていますね。全

体の方針ということですよね。 

このあたりも、２つの会議の意見を事務局に整理してもらうことにしましょ

う。 



8 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出された意見をまとめさせていただきまして、次回また提案させていただき

たいと思います。 

 

ではそういうことで、この体系につきましては皆さんよろしければ、とりあ

えず先に進ませていただきたいと思います。 

 

続きまして、資料２ホチキス止めの第 4章・第 5章について説明いたします

ので、お手元にご用意ください。 

まずは、資料についてお詫びを申し上げます。体系案の修正が資料送付の直

前となり、第 4章・5章が体系案どおりの順番になっておらず、誠に申し訳あ

りませんでした。 

健康づくり推進会議においても、第 4章の２つを説明しただけで 3時 30 分

近くまでかかってしまい、最後まで説明することはできませんでしたので、食

育推進会議でも同様に、第５章の構成について説明させていただき、皆さんが

事前にお読みになってわかりにくかった部分のご質問やご意見などをいただ

くことにしたいと思います。 

６６ページをご覧ください。それぞれの分野別の取り組みについて、まずは、

現状・課題を述べ、次に課題を解決するための施策の項目をあげ、さらには具

体的に市はどう取り組むのか、地域では各団体がどう取り組むのか、そして、

市民一人ひとりはどう取り組むのか、をまとめています。最後にそれぞれの取

り組みにより、課題が少しでも解決に向かっているのか評価をするため、評価

指標を定め、目標値を設定しています。目標値は現在 33 年度のデータとなっ

ておりますが、これは、最終年度の 34年度に変更したいと思います。 

また、市の取り組みのところに担当課名が入っておりませんが、これは、縦

割りで担当するのではなく、様々な課が取り組むことにより効果的な取り組み

としたいという思いからこのようにしてみたところですが、健康づくり推進会

議では、誰がどのように動くのか明確にしなければ実効性は高まらないという

意見をいただきました。また、地域の取り組みについても、地域とは誰か、誰

が、どこで何をするのか、どう伝えてどう展開するのか具体的に示さなかった

ら実践につなげていくのは難しいなどのご意見もいただきました。そのような

事から、現在の健康増進計画の４４・４５ページにあるような具体的な取り組

みの表を使用していくのがよいとご意見をいただいたところです。 

本日は、このような健康づくり推進会議での意見等についてもどのようにお

感じになるか食育推進会議の皆さんのご意見もお聞かせいただきたいと思っ

ております。 

現在の食育推進計画では、４９ページにそれぞれの課が、団体がこういうこ

とをやります、市が取組みます、と表現した後に、『市民の皆さんやってみま

しょう』ということで、『子どもたちはこんな風に具体的に取組んでみましょ
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議長(野原会長) 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

羽柴委員 

 

議長(野原会長) 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う』『大人はこんな風に取組みましょう』と同じように具体的に書いてありま

す。ただ、健康増進の方が世代別の分け方が食育より細かくなっておりまして、

まず幼少世代ということで 0～15歳を示す幼少世代、この時期が基本的な生活

習慣を確立する時期ということで一つにまとめた幼少世代。それから青年世代

ということで、16～39 歳までの働き盛りの世代、あと壮年世代ということで

40～64 歳までの高齢者より一歩手前の壮年層、それから高齢世代ということ

で 65 歳以上、そういった 4 つの世代に分けていたものですから、食育の方に

とっては大人の取組がもう少し世代ごとに細かく見るという考え方になるか

と思います。 

（２）健康増進・食育推進計画（案）についての説明は以上でございます。 

 

 

食育の新しい計画では、その辺の検討が一つ焦点になっていますか？ 

 

はい。特に若い世代の食育が非常によくないということで、そこに着目して

やっていきましょうということで、一つの柱として重点課題にあがっていま

す。 

若い世代がどうするか、それを支える周りの人がどうするかという両方の視

点で考えていくということでよろしいでしょうか？ 

 

現在の健康づくり、食育、どちらの計画もよくできていて、それぞれの会議

の思い入れがあるから大事にしたいですね。 

他にご意見があれば遠慮なく、どうぞ。 

 

地域の定義はどうなっていますか？  

 

行政が言う地域とは？健康の方でも出ていたということでしたね。 

 

健康の方では地域というのが漠然としていて分かりにくい。もっと具体的に

誰がどのようにどうするかというものがないと、実践にはつながらないのでは

ないかというご意見はいただきました。この地域の捉え方ですけれども、私は

たまたま社会福祉課に去年おりまして、地域福祉計画の策定に携わっておりま

した。そこでの地域の捉え方は、ご近所など小さなグループ単位から、コミュ

ニティ、学校区など行政区の単位まで、様々あります。一言で地域と言ってし

まうと捉えにくいというのが現実あるかなと感じていますので、これについて

は、この地域という表現をどうするか、ただ、あまり具体的にしてしまいます

と、これもまた難しいということもあります。皆さんのご意見をいただければ

と思います。 
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宮内副会長 

 

 

 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽柴委員 

 

 

 

地域が町内なのか分からなかったので質問しようと思っていました。 

それから、健康増進計画の幼少世代、青年世代、壮年世代、高齢世代と四つ

に分けて書いてありますけども、新しい食育推進分野の行動計画案の中にも四

つの世代で区切ってありますね。それで、横展開で何をするか書いてあります。

健康増進計画の委員さんの言ったことがある意味生きていて、食育の方にもき

ちんと載っているのでよくできていると思います。 

 

地域に注釈をしたほうが良いと思います。「地域の取組み」の言葉を変える

ことは難しいと思うし、それを外すこともできないし、注釈をつけて、いくつ

かの例を書いていただくとかしないと思います。いろいろな活動の中で、地域

というのはたくさん出てくるし、削除はできない、これが一番必要なことなの

で、注釈を考えていただければと思います。 

 

ありがとうございます。そこについてはよく検討して加えたいと思います。 

 

そうですね。お願いします。 

一つはやはり PR、伝達というか伝えることが非常に難しいですね。いくら

よい計画を作っても、実際に実行となると、どこで何をやっているか、どうい

うことができるか大事なことになってくると思います。 

食に関することは毎日のことですから、健康の基本は食にあるというか、一

番健康寿命を伸ばすというか、大事なことではないかと思っています。そうい

う情報を得やすくするというか、生かす方法として、具体的に言うと、6月の

食育月間というのを久喜市全体の取組みにしていったほうがよいと思ってい

ます。 

広報くきでも別冊みたいなものを出して、一年の取組みとか、半期の重点的

なこととかを周知してもよいのではと考えています。6月は食育月間というこ

とを一応国でもやっている、それを踏まえて広報で周知していただくと随分徹

底するのではないか、そんなときに、こういう場所でこういう運動ができると

か、こういう健康遊具が入りましたとか、健康寿命を伸ばすために、食育にか

たよらず、健康に関する情報も掲載して、6月は食育月間という位置づけで別

冊みたいな、PR みたいなものをしていただくことを市の仕事として期待した

いと思います。 

せっかくの機会ですので、他の委員さんも、思っていることをどうぞ。 

 

はい。こんなことを言って大変申し訳ないですけれど、計画案には様々書か

れていて、いざ自分がどこに当てはまっていて、どういうことをやるのかは全

然分からないのですが、例えば、最初の計画を策定した時に始めた「健康・食
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議長(野原会長) 

 

 

羽柴委員 

 

 

宮内副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

上岡委員 

 

 

 

 

 

 

育まつり」のように、私は完全に携わっていて、5年間徹底的にやったという

実績が、参加していた人間には実感としてあります。そういう実感として感じ

ている人がどんどん増えていかないと、これは広がっていかないと思うので

す。どのように広めるのか、具体的に目に見えるように、計画を策定する際、

成果を決める段階からきちんと見ていく必要があると思います。 

私たちは活字になってしまうと、あんまり自分に重ねることができなくなっ

てしまうので、本当は各自が自分のことだと思えるような計画が欲しいと思い

ます。 

 

この委員さんたちの、こういった話し合いの場が、いろいろなところにでき

てくれば、それはすごい広がりにつながることですよね。 

 

それぞれのグループであったり、地域であったり、それぞれ話し合う機会が

あれば、やっぱりいいなと思います。 

 

私も 5年間「健康・食育まつり」を見てきて、決まった団体だけになってい

ると思います。地域って、本来であればもっと身近なグループはたくさんある

のではないですか。そういうところで健康や食育についての話題が出るかとい

うと、まだ、全然出ない。もう、ほかの事で精一杯というか。本来は地域がそ

こまでいかなくちゃいけない。例えば、地域で定期的にラジオ体操するとか、

小さい地域でいくらでもできるじゃないですか。そういうことをやる基盤がで

きるかどうかということかなと私は思います。 

実際、地域のコミュニティの場所で健康と食育について考えるという話題

は、まだ、ちょっと難しいです。さっきからこだわっている地域、それが浸透

して各地域で、お互い食のことを考えたりして、できてくると、それが初めて

市民全体になるのですよね。これをどうしていくか、難しいけれどやらなけれ

ばいけないことかなあと思います。 

 

上岡先生、昨日の市民まつりでは、若手の歯科医師の先生がテントで無料相

談など一生懸命やっていましたよね。 

 

市民まつりに今回、久喜市歯科医師会は参加させていただきました。 

先ほどから出ている地域の問題に関連してですが、医師会、歯科医師会、薬

剤師会はエリアが全然違いまして、３師会として一つになるのはなかなか難し

いと感じています。 

やはり、これからは地域から、各地区一人ずつ、アシスタントというかイン

ストラクターみたいなリーダーを選んで、その方を中心に進めてやっていくの

が一番じゃないかなと思います。 
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議長(野原会長) 

 

 

 

 

 

上岡委員 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

杉田委員 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

 

 

 

 

杉田委員 

 

 

議長(野原会長) 

 

鈴木委員 

この会議にも、専門的な人達が集まっています。健康増進計画の部分の分か

りやすいところを、一枚のポスターのようにして作っていただいて、大まかな

スタンスがまず分かるようにしていった方がよいのではと思います。簡単なも

のをまずは作って、一般の方も分かるようなものを作られた方がよいのではな

いかなと思います。 

 

今度の、健康・食育まつりのラジオ体操がすごくいいと思っています。ある

意味分かりやすくて。 

先生がおっしゃるように、みんな一人ひとりが自覚してやれれば、それはす

ごいことだと思います。昨日の歯科医師の若い先生方が相談にのってくださっ

たのも、すごくインパクトがありましたね。 

 

かなり相談された方も多かったです。人出もかなり多く、インパクトは強か

ったと思います。 

 

市民まつりであれだけの人が出るのは、やっぱり楽しいし、そのほか自分の

為にもなるし、よい機会ですね。久喜市の市民の意識の高さが感じられます。 

 

冊子は個別に配布されるわけですよね。意識のある方は見たりするけれど、

毎年 6月に食育月間はあるわけですよね。その時に、これを広報でもう一度認

識しましょうと。それと同時に、学校給食でもあり、学校でもあり、直売所で

もあり、そういうところに「食育月間」ののぼり旗を立てればもっと認識が高

まるのではないのかと思います。 

 

のぼりの効果というのは馬鹿にできないですよね。何の PR といってものぼ

りにはかなわない。本当にあれは広告媒体というか、知らしめるということに

は有効ですね、のぼり旗は。いずれにしても、6月にはそういうのを設けると

いうのを食育の実践の一つにしてもらえれば、推進計画としてはいいのではな

いでしょうか。 

わりと国は一生懸命やっているけれど、思い出すことが大事だよね。歯が痛

くなれば歯科の先生を思い出すわけで。 

 

「全国の食育まつりに行きます」とのぼり旗がある、のぼり旗があると子ど

もたちが必ず見ます。効果があると思います。 

 

思い出してもらうのにいいですね。 

 

地域の取組みの中に、団体の取組み例がある。その中に飲食店、食品を取り
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齋藤委員 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

 

羽柴委員 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

根本委員 

 

事務局（真坂課長） 

 

根本委員 

扱う小売店、そこの店と交渉して、6月は食育月間ということで店の中に広告

を貼ってくださいと、そういう話ができるといいですね。 

どうせやるなら、飲食店、食品を取り扱うスーパーに「6月は食育月間です」、

「○○をしましょう」と小さなサブコメントをつける。 

一年では無理かもしれないが、それこそ何年かかけてやる、こういったこと

は「継続は力なり」で。こういったことは大きなエネルギーがいるが、やるか

らには、めげずに続けるといいと思います。 

それから、飲食店、量販店を巻き込むことも必要だと思います。そうすれば

一番、主婦との接点が多いですから。効果も期待できる気がします。 

 

一番早い方法は、商工会と連携することではないですか。 

 

どうですか、齋藤委員さん。 

 

飲食店を巻き込んで、そういう食育をやっていただけると、お客さんが目に

して、食育とはこういうことだと気付いてくれるかもしれませんね。 

それには、商工会の上の方に連絡して確認をとってから、商工会向けのチラ

シのようなものを作ってもらえたらよいのですが。 

 

このままいくと、ファーストフードみたいなものが主食になってしまうよう

な気がするし、それではちょっと寂しいですね。あれはあれで美味しいし、一

生懸命メーカーが作っているのは分かるけど、バランスとかもうちょっと考え

て欲しいですね。メーカーは経済性のことを考えるから。 

 

スーパーに行くと、出来上がったもの、混ぜればいいだけのもの、そういう

のが本当に多くなりました。若い人と話をしていて、シチューの話題になった

ときに「ダマになって困る」と言ったら、何のことか通じなかったのです。若

い人は、シチューは固形のルゥを溶けばいいと思っています。 

私は使ったことないという人もいるし、若い人は粉からやったことないって

言うし、次元が違っています。 

 

薬剤師会としてはいかがですか？ 

 

この概要版は市民全員に配布しましたか？ 

 

いいえ、全戸配布はしていません。 

 

計画書は希望者のみへの配布ですか？ 
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山田委員 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

出前講座等の依頼があった時、配布しております。 

 

この計画は本当に素晴らしいものだと思うのですが、これを知っている人は

何人いることか・・。 

また、分かりやすいように取組みが書いてあるようなものを一枚の表にし

て、広報か何かに入れていただけると、すごくありがたいと思いました。 

20 代の食生活に危機を感じます。これからどうやって伝えたらよいか。食

育は学校関係でもやっていますけれど、養護の先生なり、学校の先生はすごく

食育に取組んでいます。 

成人した方が一人暮らしをした時の食生活、どういう風に大切さを伝えるの

がよいのか・・。手紙を出してもしょうがないでしょうし。こんなに一生懸命、

計画を立てて、進めているのに、どうしたらよいか考えてしまいます。 

 

薬剤師さんには、サプリメントの相談も多いですか。 

 

はい。食事より、サプリメントでもう満たされちゃう人が結構多いです。薬

を飲んでいる方は、お年よりも含めてみんな結構サプリメントを飲んでいる方

が多いです。テレビで BS をつけるとサプリメントの通販をたくさんやってい

て、すごいです。悪いとはいいませんが・・。 

 

それだけ関心があるのですね。 

 

関心があるし、みんな元気になりたいから市場はもうすごいですよ。若い人

はこれを飲んでいるから大丈夫と、勘違いしてしまう方もいるのかな。やっぱ

り一番は作って食べること。それに勝るものはないと私も思っています。 

 

美容とか、あれはもう願望だと思うのですが。 

 

無理なダイエットも問題ですね。 

  

 70ページの市の取組みの中で、若い世代、子育て、園児の保護者、児童の

保護者までは分かるのですが、下の２つのところ、「調理実習の実施」とか「イ

ンターネット」など、具体的に若者がすぐに見られるので、どういう中身か

ということやどういう情報の発信の仕方かなどが問われるので検討しなけれ

ばいけないかと思います。 

 

スマホにはいろいろな機能がついていて、歩数計はもとよりカロリーも表
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示されます。進んでいるので、上手にアピールして価値を知ってもらえば、

有効に使われるのではないでしょうか。 

 

レシピも今はスマホです。スマホ片手に料理している、そういう世代にな

っています。 

 

お財布もスマホだし。 

若い委員で、ＰＴＡの代表、折原委員さんいかがですか。 

 

健康の方では、4つの年代別と、自分と家族と、または周りの方、近所の方

というイメージの地域、また行政という公の部分で一覧表になっているのが

分かりやすいというお話だとありましたが、この一覧表で食育があてはまる

のかどうかと感じました。健康の「健」とは「丈夫な身体のことである」と

いうことで、その文字自体の意味を広げると、食べるということまで含むと

思うし、「康」は安らかな心を表しているということで、食べることを通じて

安らかな心になる、そして「食」というのは生きることそのものであると思

います。 

また、大切な家族の形が大きく変わってきたこと、年代別のギャップもあ

り、それぞれ私たちが思っていることも立場が違えば違ってくるし、家族で

過ごす顔ぶれや時間帯、今までとは随分違ってきていると思うところです。 

20代の人も、間違いなく言えるのは、精一杯必死に生きていると言えると

思います。それで食育の「育」で学ぶというか知るというか、大切な家族が

暮らしているふるさとを知るというところで、健と康と食と育というカテゴ

リーで関連づけて表にしていく方法もあると思います。この表で、食育につ

いて一つ一つのマスのイメージがうまくわかなかったので、こんな風に考え

てみました。 

 

今までいろいろ話をして、健康との合同の会議をやってみたり、それぞれ

お互い協力するような形が分かってきたり、やり方はそれなりに意義があっ

たと思います。実践の場となると、一人ひとりに健康づくりも食育も全部関

わってくることだから、分けるほうが難しい。折原委員がおっしゃるように、

確かに急にはおさまらないかもしれないけど、考えをめぐらせて、分かりや

すい表にする、実際にやるとなったらそういうところにまとめ、一般のご家

庭までというところを目指して考えてみたいと感じています。 

 

なるべく字を大きくしてほしいです。だんだん字は見えなくなってくるの

で。それから、イラストも入れてほしいです。 
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折原委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

島野委員 

 

 

新井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野田委員 

 

 

 

濵田委員 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

施策の体系（案）というのは、素晴らしく、４つの基本方針から構成され

て、枝になって広がっていくイメージ。素晴らしいものを出していただいた

ものの、一次計画の方のこれに対するものは何だったのだろうかとすぐ忘れ

てしまって申し訳なかったのですが、一次計画の 26～27ページを見たときに、

これもよくできているなと思います。一次もさすが素晴らしいものであった

と改めて思いました。また、子どもでも分かるようなイメージでお願いしま

す。 

 

他にどうですか。 

 

やはり、一覧のように一枚で見えた方が、いろいろな世代の方が理解でき

るのかなと思います。 

 

今回初めて出席させていただいたので、まだよくわからないところもある

かと思いますが、私は主婦の立場とか、ボランティアでお弁当を配っている

立場とか、いろいろ総合して考えると、やっぱりみなさんがおっしゃったよ

うに一番分かりやすく、みんなの目に付くように周知するのが良いと思いま

す。立派な冊子を作っていただいても、それは開けて見なければ意味がない。

それは作った方は満足感があるけれども、実践として見て、それがみんなの

目に入って行動に移っていかないといけない。まず、皆さんがおっしゃった

ように分かりやすく、目がいくというのが大事だと思います。やはり基本は

みんなが健康で、口から食べて健康になっていくというのが一番大事だと思

いますし、みんなが分かりやすいほうがいいです。正しいことはわかってい

ても、実際お料理するときカロリー計算して作っていないです。気にはなり

ますが。お醤油を減塩に変えるくらいはしても、細かくしないので、そこら

へんは分かりやすく、誰でも取り組みやすい形でできたらいいなと感じまし

た。 

 

水分補給はお水でとか。こういうことがちゃんと書いてありますし、小学

校のお母さんが見て「あら」と思うような項目になっています。保健センタ

ーにもぜひ飾っていただきたいと思います。 

 

子どもはとか大人はとか二つに分かれているより、ライフステージ別に分

かれていた方が具体的な感じがします。皆さんがおっしゃったとおりライフ

ステージ別に進めていけば、ポイントが見えてくるような気がします。 

 

こだわらないのがこの会議の皆さんのいいところですね。事務局に変えて

はダメとは言いませんから。 
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平塚委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

染谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次計画は非常に分かりやすく書いてあるので、せっかく作ったものが住

民の方へ配られないのは何にもならないと思いました。また、皆さんがただ

勉強するために使う教材みたいなものだけで終わってしまうのは、何にもな

らないと思うので、ぜひ、住民に還元できるものを作っていけたらと思いま

す。私も食育推進委員になったのは初めてですが、立派な本でもやっぱりあ

まりこういうのは目にしていないような気がします。非常に立派なことなの

でぜひお願いします。 

健康長寿の延伸は県知事が進めているのでそこから来ていると思います

が、私たちはその前に、どうすれば健康になれるかが一番問題なのではない

かと思います。健康寿命も延伸の前にまず自分の生活を見直す必要がある。

基本理念が 2つのところを 1つになったのは、大変よいことだと思います。

健康づくりの上に生活習慣があり、健康寿命の延伸につながるので、基本は

そこにあるのではないかと思います。その方が一番最初にあって健康寿命の

方に行くと思いますので、その辺にポイントがあるのではないかと思います。 

 

染谷委員はいかがですか。 

 

学校の立場では今までもいろいろな事業の取組み、行事の取組みをやって

きているのですが、保護者も様々で、大変熱心に考えてくださる保護者と、

なかなかそこまで余裕のない保護者がいるという、何でも差があるのが現状

です。きっと久喜市民の方も関心がある方と、そうじゃない方がいると思い

ます。課題は、そうじゃない方をどう掘りおこすというか、関心を持ってい

ただくかというところだと思うので、やっぱりそういう方が目に留めるよう

な資料作りをお願いします。あんまり厚くて字が多いと、いつか見ようかし

らと思って終わってしまうので、何か一枚、冷蔵庫のところにポンと貼って

おいて、何か意識できるものがあるとよいと思います。 

また、一次計画で数値目標を達成していないものはなぜ達成できなかった

かを検討していかないと、もう一度同じ繰り返しをしてしまうし、達成でき

なかったものは継続してまた 2期目も続けていく必要があると思います。新

しい目標をどんどん作ってしまうと、達成できなくても次の目標に行ってし

まうと結局同じなので、目標にいかなかったところは 2期も継続して、ずっ

と続けていくことが大切ではないでしょうか。１回目、2回目ではご理解いた

だかなくても、3回目、4回目と続けていくことと同じように。学校現場でも

教職員はどんどん代わっていきますから、これに関わっている者とそうでな

い者と、教職員の差も現実あるので、私たちもまた常に教職員に言い続けて

伝える、継続できるような取組みをしていく必要があると思います。 
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議長(野原会長) 

 

 

岡田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大事だから忘れないように、また、目標にいかないものは継続的にやって

いく必要がありますね。岡田さんどうですか。 

 

 幼稚園として、やはり食は一番大切なものとしては考えているのですけれ

ど、今の保護者の場合ですと、極端に言えば子どもがパンしか食べない、そ

れ以外一切食べないという子がいたり、極端な偏食が多いように感じます。

その中でなるべく幼稚園内にいるときは、例えば、お母さんの作ったお弁当

だったら、全部は食べなくてもいいけど一口は食べようとか、そういうよう

な努力を一番小さい時から卒園時まで続けてやっているのですけれど、幼稚

園だけがそう取組んでもどうにかなる問題ではなく、やはり保護者が一緒に

取組んで初めて解決されるところがあります。先ほどからお話があったとお

り、本当に関心のある方は一緒に取組んでいただけますが、全く関心のない

方からするとなかなかこちらから言っても伝わらないです。やはり行政から

食に関して紙一枚でもいいので、分かりやすいものを家庭に配ることによっ

て、そういう意識が大きく変わるのではないかと思います。 

 

せっかくの機会ですので、事務局からも今のご意見をお聞きした感想でも

どうぞ。 

 

とてもいい意見をいただきましたので、最後の推進について、79～80ペー

ジを説明させていただきます。 

 今まで皆さんから推進についてもたくさんのご意見をいただけました。あ

りがとうございました。やはり二次計画では推進に力を入れて欲しいという

ことで、当初からそういったご意見をいただいていたところでございまして、

この計画書の中でも一番重要な部分というふうになっているかと思います。

実際にお配りしている資料はまだ細かい部分まで入っていない作成途中の段

階でございまして、誠に申し訳ございません。 

計画の推進体制ということで、80ページにございますが、食育推進会議が

一番上にございまして、推進会議を中心に地域の輪、それぞれ団体の輪を広

げてよう、一緒に進めようということでイメージされた図がございます。 

それから今回、一人ひとりの役割、地域の役割、そして行政の役割という

ことで、役割の方も記載させていただいております。 

また、ＰＤＣＡサイクルにつきまして、健康づくり推進会議の方から意見

がだされました。ＰＤＣＡサイクルは、計画づくりをすれば必ずといってよ

いほど出てくるものですが、具体的に、どこでこのサイクルを回して、チェ

ックをしていくのか記載がないので、なんとなくやるのだろうけど、ちゃん

とやれるのかというふうに見えるというご意見をいただいております。 

また、先ほど食育月間のことがこちらの会議の方でも出されたところです
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議長(野原会長) 

 

 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

議長(野原会長) 

 

鈴木委員 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

羽柴委員 

 

 

が、実は健康づくりの方でも、推進のための強化月間を設定するのも非常に

重要ではないかというようなご意見をいただきまして、それから、計画の中

に、地域の活動事例を少し盛り込むと分かりやすくなるのではないかという

ご意見もいただきました。 

その中である公募の委員さんが、区長さんを通じて民生委員さんや地域の

核となるような方たちを中心に健康講座を開きまして、回覧板を回して、人

を集めて、50人近く集まったという具体例をお話しいただきまして、なかな

か見えてこない地域の取組みがあるという報告をいただいたところでござい

ます。なかなかそこまでは盛り込むのは難しいかもしれませんが、こういっ

た会議の場でそういう事例が出てくる、皆さんがそういう事例を知る機会に

なるというのは大変よいことだと感じたところでございます。推進と評価に

つきましては、まだ細かいところまで書けておりませんが、皆さんから頂い

たご意見を踏まえまして、もう少し具体的な推進ができるようにまとめ直し

たいと思いますのでよろしくお願いいたします。一応また最初から最後まで、

全てのところでご質問や確認等ございましたら、トータル的な質問をお受け

したいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

 全体を見て今まで議論されたことで結構ですので、何かあれば遠慮なくお

っしゃってください。 

せっかくだから 6章というのは健康と食育、推進と評価というのを両方こ

こで作ったらどうですか。 

 

はい、6章については健康と食育の両方の内容になります。 

 

そうすると最初と最後が合う。その点皆さんどうでしょうか。 

  

 計画の推進ということですけれど、これは確かに健康と食育推進計画をプ

ラスした表現になる。上に健康と食育をくっつけて、この計画の推進と評価

と、きちんとつけた方がよいのではないですか。 

全体の食育のところで、市民調査の結果が全部の項目に入っていて、市民

のアンケートを全部載せていただいたことは、アンケートを答えた人はよか

ったと感じるのではないかと思います。 

 

他に何か。 

 

今後の予定についてどうなっていますか。 
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事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

羽柴委員 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

議長(野原会長) 

 

山田委員 

 

 

 

 

 

 

杉田委員 

 

 

はい。本来でしたら次の会議が 12月にございまして、そのときには素案と

いう形で、計画書のはじめにから評価までお示しして、パブコメに入るとい

う予定で最初は考えておりました。今日の説明を聞いていただいてお分かり

になられたと思うのですが、そこまでなかなか進行が進んでいない状況でご

ざいますので、大変申し訳ないのですが、予定としましては、もう 1回会議

を増やさせていただきまして、12月の会議の後、1月の早い段階で会議をも

う 1回実施し、1月には皆さんに計画素案をお示しして、パブコメに入り、3

月には完成させる流れにしたいと考えております。会議については確認しな

ければいけないことがございますので、どのような開催になるかはまた決ま

り次第お知らせしていきたいと思います。次回の会議で素案が決まるという

ことではなく、あと 2回会議がございます。その中でまた皆さんからご意見

をいただくということでご協力をお願いしたいと思っております。 

 

それでよろしいですよね。 

 

どうしてかというと、前の計画は吹き出し（一口メモ）がいっぱい入って

いたのですが、今の案は、全体的に見た目にも寂しいようで、もらってもそ

のままになってしまうと思います。楽しくて分かりやすい、簡単な写真とか

もっと使ってもらえると読んでもらえるものになると思います。 

 

 その辺は、せっかく作るのだから、声掛けてもらえれば集まると思うし、

写真なども撮れるのではないですか。 

 

 現在の計画には、一口メモや写真が入っており、そのほうが、皆さんの興

味も高まるということで、検討させていただきたいと思います。 

 

貴重な意見をありがとうございます。 

 

計画の冊子づくりとあわせて、市民に一目で分かる資料という話があった

と思います。みんなに知っていてほしいことが食に関してはたくさんあると

思うし、たくさんある中で体系化してしまうと分からなくなってしまうこと

があると思います。今、その中でも何を一番伝えなければならないか、焦点

化というか重点化して、一目で今注目してほしい中身が分かるような資料が

できるとよいと思います。そこを期待します。 

 

80ページの推進体制で、推進会議は分かります。地域、家庭、学校、幼稚

園などは全く分からない。それを、どういうふうに推進するか。推進にはパ

ンフレットがないと推進できない。どういうふうに進めたらいいか分からな
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事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

羽柴委員 

 

事務局（真坂課長） 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

司会（真坂課長） 

 

 

いですから。そういう分かりやすいものが必要だと思います。 

評価はどこがするのか。アンケートをとるのか、とらないのか。具体的に

つめていかないと分からない計画で終わってしまうと思います。 

 

ありがとうございます。今いただいた意見の一つに、アンケートをとるの

かとらないのかということがありました。 

この計画の上位計画に久喜市総合振興計画がございまして、平成 34年度ま

での１０年かの計画となっております。食育推進計画、健康増進計画、この

２つの計画も終了年度を合わせて、29年度から 34年度までの 6年間と考えて

いるところでございます。 

また、目標値はいつにするか事務局でも検討しまして、やはり最終年度を

目標値としていこうということで、今は目標値を成 33年度というふうに書い

ておりますが、目標値は 34年度のデータをとしたいと思います。ただ、みな

さんもご承知の通りこの計画は 2年かけて策定しておりますので、実際にア

ンケート調査をするのはやはり最終年度の前年度、33年度に調査をして目標

値にどれだけ近づけたかを評価していこうと今は考えているところです。こ

のアンケート調査につきましては事務局である健康医療課が行い、健康医療

課でとりまとめ、データ化しますが、その評価にあたっては、庁内の中では

庁内会議もございまして、各担当、課長会議もございますので、そういった

ところでその数値を見ていただき、庁内でもしっかり評価し、またこちらの

推進会議でもお示しして皆さんに評価をしていただく。そのような形になる

かと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

他にありますか。 

 

ダイジェスト版は作りますか？ 

 

概要版ということでリーフレットを、厚いものではなく、重要なところを

絞った内容で手軽に皆さんに見ていただける、概要版の作成予定もございま

すのでよろしくお願いします。 

 

 ありがとうございました。 

 意見も出尽くしたようですので、議長の任を解かせていただきます。 

委員の皆様にはご協力をいただき、ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。 
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事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会（真坂課長） 

 

 

 

宮内副会長 

 

司会（真坂課長） 

 

 

 

 

 

４「その他」 

事務局から、ご連絡等を申し上げます。 

 先ほども申し上げましたが、次回の会議は 12月 9 日（金）を予定している

ところでございます。本日いただいた意見、健康づくりでいただいた意見、こ

ちら両方を再度検討しまして、できる限り計画全体を皆さんにはお見せしたい

と思います。それから再度ご意見をいただいて、1月にもう一度パブコメ前の

会議を開催させていただきたいと思います。 

 12月 9日については決定でございますが、1月の会議についてはまた決定次

第通知いたします。 

 

ご質問等はございますか。 

 ご質問等がないようでしたら、次第の５「閉会」にうつりたいと思います。

宮内副会長ごあいさつをお願いいたします。 

 

『宮内副会長 あいさつ』 

 

ありがとうございました、それでは以上をもちまして、第６回久喜市食育推

進会議を終了とさせていただきます。 

 皆様、大変お疲れ様でした。 

本日はありがとうございました。 

 

 

会議のてん末・概要に 

相違ないことを証明するためにここに署名する。 

  

平成２８年１１月１６日        

 

           

           久喜市食育推進会議     会長  野原 宏    

 

 

 


